
一般選抜入学試験（過年度実施）の出題方針と学習のポイント

・過年度の一般選抜入学試験問題を立命館アジア太平洋大学の
　受験生サイトで公開しています。

受験生サイトAPU mate
https://www.apumate.net

※出題内容・形式・配点は一例です。年度・試験日によって、異なることがあります。
※合計点が各学部（専攻等）および各入試方式の科目の配点と異なる場合は、得点換算を行います。

【各設問の方針と内容】（全日程共通）

Ⅰ 750～850語程度の英文をもとにした、大意把握と内容理解
の力を試す問題である。［1］は、英文の意味・内容に関する問

が英語で提示され、［2］は、与えられた５つの文が英文の内容と一致
するか否か、あるいは英文の内容からだけでは判断できないかを問う、
より正確な内容理解を試す問題である。［3］は、英文を総合的に理
解しているか（主旨の理解ができているか）を問う。

Ⅱ 750～850語程度の英文の内容理解を試す問題で、細部の正
確な理解が要求される。［1］は文中の空所に当てはまる語（句）

を選ぶ問題である。空所の直前・直後だけでなく、英文全体の話の
流れを正確に把握する必要がある。［2］は英文の中の代名詞などの語
（句）が、何を指しているか、何を意味しているかを、選ぶ問題である。
何かを指示する語（句）が具体的に何を意味しているのかを意識的に
考えながら読むことによって正確な理解ができているかを試す。

Ⅲ二人の対話文をもとにした問題である。対話の中の空所を埋め
るのにもっとも適当な表現を選択肢から選ぶ形式である。さま

ざまな場面で、話の流れを正確に掴みながら話し手の意向や気持ち
などを理解することができるか、また、適切な表現で応答し必要な情
報を伝えることができるかを試す。人との関係を円滑にする（挨拶や
呼び掛けなど）、相手の行動を促すなど、いろいろな言語の働きをす
る英語表現に親しんでおくことが必要である。

Ⅳ文法事項に関する問題である。空所を埋めることによって英文
を完成させる問題である。基本的なものを中心に、動詞、副詞、

形容詞、接続詞、前置詞など様々な品詞に関して、適切な英語で表現
する力を試す。

Ⅴ語彙に関する問題である。［1］は英文の空所を埋めるのにもっ
とも適当な単語を選ぶ形式で、文脈から語を導きだす問題であ

り、［2］は、文中の下線部と同じ意味の語を選択する同義語の問題で
ある。教科書に出てくるような基本的語彙をはじめ、自立した英語使
用者に必要な語彙を幅広く身につけておくことが期待される。単に
単語の意味を知っているのではなく、その単語が英文の中でどのよう
に使われるか、連語関係などにも注意を払いながら学習しているかが
試される。さらに、その単語を他の単語で置き換えることができるか
どうかが試されている。一つの単語に対する一段と深い理解が必要
となる。

【学習のポイント】
っ言を何がフラグラパのつ一つ一は度今、らたきでがとこる取を意大の章文。うよし解理をれ流の理論、らがない払を意注に成構の体全章文・

ているのかをキーワードなどを使って短い語句で示し、掴みながら、次のパラグラフに進んで行こう。そうすれば、細かい部分も正確に把
握できるし、論理的な流れも正確に掴めるはずである。英文を効率よく、正確に読むためには、日頃から精読と多読をバランスよく行うこ
とが大切である。文章を要約する練習も効果的だろう。

どな現表い白面。うもし親らがなみし楽、てし用活をどな画映やオデビ話会るあに上トッネータンイらか段普、はに現表な的用慣や文話会・
をノートに取って見直すのも役に立つだろう。１週間や１ヶ月毎に最初から見直し、実際に口に出して言うことも大切である。同じ状況に
遭遇すれば、自然に言葉が出てくるだろう。

っ入に気らかどなムラグロプ習学語単るあに上トッネータンイや集語単るいていつのDVDやDC。るあで礎基の中礎基の得習語言は彙語・
たものを選び、耳で聞き、同時に口ずさみ、目で確認し、意味を考えながら書くなど、すべての感覚を使って覚えると効果的である。そう
すれば、リスニング、リーディング、スピーキング、ライティングの力を総合的に伸ばすことにもつながる。文脈の中で覚えることも大切
である。文章や会話の中で単語がどのように使われているのかを意識しながら覚えていこう。

〈出題内容・形式・配点〉
内容 形式 配点 試験時間

Ⅰ 長文総合問題 マーク 29

80分

Ⅱ 長文総合問題 マーク 31
Ⅲ 会話文 マーク 24
Ⅳ 文法・慣用句 マーク 16
Ⅴ 語句選択英文完成 マーク 20

合計 120

【出題の基本方針】

英　語 全方式共通

本学の諸学部において教育を受けるに相応しい、基本的な英語力を備えた
受験者を選抜するために、高等学校卒業段階で到達すべき英語力を公正に
測定できる内容で出題することを基本方針とした。出題形式に関して、前年
度からの変更はない。



〈出題内容・形式・配点〉

【学習のポイント】
どが句語や章文の々個、ていてれさ成構にうよのどが落段各で中の章文、でえうのそ。るれらめ求がとこるす握把を意大の体全章文、ずま・

のように位置づけられているかを理解できるよう心がけること。
れ慣にし回い言な的喩比や念概出頻、み読を文論評らか段普。るなと要必が解理の現表な的喩比や念概るれわ使で文論評に特、はで文代現・

ておくこと。とくに、ある程度の長さの評論文を短時間で理解する訓練が重要になる。
。いしほてけが心うよるけつ見らか中章文を現表るなと拠根のそ、がるあがとこるくてっなに要必がり取み読の情心の物人、はで章文な的学文・
言が者筆、し握把をドーワーキの中章文、ずれわらとに見入先や識知の身自。るあもとこるれさ開展が方え考や現表の自独者筆はで文題問・

わんとしていることを的確に把握することを心がけてほしい。
おてし目注、際るす解理を旨主の章文。い多がとこるあで容内いたし張主が者作は彙語・分部るいてれさ調強でどなえ換い言、やし返り繰・

きたい。
・段落や文の関係性については、接続詞の使い方や意味を的確に理解し、文脈の流れや文章の構造を捉えることができるようにすること。

習るべ調、し用活を書辞、ばれあが句語の見初のてっとに分自、みし親に文論評らか段普、はていつに等語熟字四・法技現表・法句・彙語・
慣を身に着けたい。

し解理を順き書、はり取き書の字漢、たま。とこくおてし意注もに語義異音同。とこくおてしにうよるきで解理で中のれ流の脈文、は字漢・
たうえで、丁寧に正確に書く練習をしてほしい。

。とこくおてし憶記にもととマーテたれか描たま、けづ置位に中のれ流の史学文、くなはで記暗の名品作や者作るな単、はていつに史学文・
。とこくおてし習学にうよるきでがとこる取み読に確正てえま踏をれそ、けつに身りかっしを識知の法文な的本基や彙語な的礎基、は文古・
おてしを練訓うよるきでが訳語代現な確正。るあで題問う問を味意るよにせわ合み組のそや彙語な的本基、はていつに題問す課を訳語代現・

くこと。
い補ず必を体主作動し意留もに現表語敬、らか頃日。るあで欠可不はとこるす握把をか誰が体主の作動、で上るす解理をれ流の章文の文古・

ながら読むなどの丁寧な読解をこころがけておくこと。
。とこるす習学も識知な的史学文。とこくおてし解理もていつに式形・法技の歌和、めたるあも品作む含を歌和はに文古・

【出題の基本方針】
高等学校の学習を基礎とし、難解すぎる文章を避けつつも、大学

入学後の学びに必要なレベルの文章読解力の有無が判断できるよ
うな問題文を選び、出題している。現代文・古文・漢文とも、文章
全体の的確な理解、その前提となる基礎的な語彙力や文法の理解
を問うものを出題する。現代文では、高等学校までの学習による
基本的な知識を前提として、語彙力や論理の流れを捉えた読解力

を問うことを目的としている。そのため、文章全体の流れの中で
文章の読解が進むよう、問いの順番を考慮して出題している。古文・
漢文も文章全体の主旨を正確に理解できるかどうか、受験生の読
解力を問う問題を中心に出題している。その際、読解の前提であ
る文法や語彙などの基礎知識の習得がなされていることを確認す
るための問いも出題している。

国　語 スタンダード3教科方式・英語重視方式

【出題の基本方針】
基本的な出題形式は大問３つ、内訳は政治２問＋経済１問、または、政治

１問＋経済２問の組み合わせであった。もっとも、政治と経済は密接な関係
にあることから、政治と経済の複合的（総合的）な大問となる場合もある。ト
ピックとしては日本国内の事例もあれば世界的事例や国際的問題もある。

〈出題内容・形式・配点〉
内容 形式 配点 試験時間

Ⅰ 政治改革と選挙制度 記述 35

80分Ⅱ グローバルな国家間の格差（南北問題、グローバルサウス） 記述 35
Ⅲ 働き方についての問題 記述 30

合計 100

【学習のポイント】
、が述記るあに書科教の社Ａ、りおてれさ行刊らか社版出の数複は書科教。るあで集語用、にびらな、集料資、書科教、は囲範題出な的本基・

Ｂ社の教科書には無い場合もある。また、ある記述が１社の教科書のみの場合もある。したがって、資料集や用語集などで補充することが
必要である。

。るあで要必がとこる配を目でま部細どな値数、もていつにどな」表年「」フラグ「」表図「）む含を法憲国本日（」料資「の中材教各、たま・
。るれま望がとこるめ深を解理くづともに識知な確正、てじ通を等スーュニらか頃日、もていつに題問事時いし新いなの述記に書科教、にらさ・

【出題の基本方針】
現代社会の諸事情や言語・文化・思想・歴史をテーマとした論理性・

批評性のある文章をとりあげた。文学史や文法の知識が断片的に問わ
れるような問題は出していない。それよりは、文章を論理的に読解で
きる力があるかどうかを問うことに重点を置いた。

〈出題内容・形式・配点〉
内容 形式 配点 試験時間

一 現代文 マーク 50
80分二 現代文 マーク 50

合計 100

【学習のポイント】
）語象抽（語念概のてしとルーツのめたるす考思に的理論、とこるえ覚し解理を味意の句語で中の脈文、はにめたるきで解読が章文な的理論・

が使いこなせること、文章の構造を大局的・俯瞰的に把握でき、筆者の思考や論理の道筋を正確にたどれることが必要である。
すに能可を考思な的判批で密精、てし通を書読い広幅、み読に的欲意もどな欄化文・説社の聞新や書養教、ち持を心関・味興に題話な々様・

る豊かな概念と語彙を養ってほしい。また、偏りのない判断や批判的思考が可能となるよう、ことばを自覚的に運用できる力を身につける
ことも心がけてほしい。

国　語 共通テスト+英・国方式・後期2教科方式

選択科目（公民） 政治・経済

内容 形式 配点 試験時間

一 現代文 マークと
記述を併用 45

80分二 現代文　※1 マークと
記述を併用 15

三 古文 マークと
記述を併用 40

合計 100



【出題の基本方針】
高等学校における標準的な学習により世界史の知識を習得しているかを

問うため、基本的に教科書・用語集・資料集に記載されている範囲から出題
した。また、大学での授業を理解するにふさわしい文章読解力と論理的思考
力が身についているかを試すため、リード文の内容を正確に理解した上で解
答する形での出題を心がけた。

〈出題内容・形式・配点〉
内容 形式 配点 試験時間

Ⅰ前近代中国における「漢」王朝 記述 20

80分
Ⅱ中国における儒学の展開 記述 20
Ⅲ13世紀の西ヨーロッパの歴史 記述 30
Ⅳマー＝ワラー＝アンナフルを中心とした歴史 記述 30

合計 100

【学習のポイント】
に開展史歴の次が事来出のそにらさ、景背的史歴たし生発がれそ、くなでけだ因原な的接直たし生発がれそ、ていつに事来出の上史歴るあ・

どのような影響を与えたのかについても良く理解しておく必要がある。歴史を流れとして理解するためには教科書を何度も読み返した上で、
教科書より少し詳しい参考書を読むのがよい。

らがなみ読をどな書科教。るあで要重もとこくおてしにうよるきでジーメイに的理地を開展史歴の域地・代時るあ、てし際に習学の史界世・
図版でその地理的展開を確認するとイメージを形成しやすい。

体全文題問、はで題出の史界世。とこむ込み読りかっしを文題問はに際く解を題問で番本験受、がいなはでトンイポののものそ習学史界世・
の内容理解を前提として設問（空欄）を考えさせるという出題を心掛けているので、空欄の前後だけでは正答にたどり着けないことも多い。
文章読解力は大学入学後に最も必要となる学力の一つでもあるので、日頃から内容をしっかりと考えながら文章を読む練習をしておくよう
に。

【出題の基本方針】
　教科書・地図帳・副教材・統計資料に掲載されている諸事実を、地図ない
し現実の地理に即して体系的に理解しようと努める受験生が力を発揮するこ
とのできる出題である。たんに地理用語を記憶するのではなく、地表上の諸
現象を知識として身につけたうえで、それらを相互に関係づけて理解してい
るかどうかを問うている。教科書を基本とすることは当然であるが、現代世
界の状況にも関心を持ち、それらを地理的な事象と関連付けることのできる
応用力を有しているかも積極的に問うた。

〈出題内容・形式・配点〉
内容 形式 配点 試験時間

Ⅰ 系統地理 記述 34

80分Ⅱ 地誌 記述 34
Ⅲ 地誌 記述 32

合計 100

【学習のポイント】
用を帳図地、はていつに名地や域地。うよしにうよるきで記表くし正を句語・名地、にもととるす解理に切適を容内、し読熟を体全書科教・

いて位置を正しく把握すること。また、統計データやグラフ・表などの資料が掲載されている場合には、それらを読み取ることのできる理
解力を養う必要がある。たんに用語を暗記するのではなく、用語を説明できるとともに、地理的な現象の背景にある要因も思考できる力を
身につけよう。

い用を」図地院理地「しいな図形地。いよとくおでんし親に的常日もに図地の上ブェウのどな」図地院理地「や図形地、ずらなみの帳図地・
た身近な地域の観察を通じて、地図を読み解く力は高まる。

定特の界世、もてっとをけだ聞新。るいてれま含に分多が項事るわ関と誌地や理地統系、はにスーュニの々日るれらじ報でアィデメな様多・
地域の地図が毎日のように掲載されている。現代社会の状況にも関心をむけて、地理的な理解力を育む努力も欠くことはできない。

〈出題内容・形式・配点〉
内容 形式 配点 試験時間

Ⅰヤマト王権の支配機構 記述 30

80分Ⅱ中世の女性史 記述 30
Ⅲ近現代日本の文化史 記述 40

合計 100

【出題の基本方針】
基本的には教科書を中心とした学習を積み重ねることによって得点でき

る内容・レベルの出題とした。その上で、歴史用語の機械的丸暗記では正答
できない出題を織り交ぜることを心がけた。

【学習のポイント】
らけ受見が向傾な手苦てっとに生験受は史化文代現近りはや。るあで要重がとこるす習学く広幅を野分諸のどな史化文・会社・済経・治政・

れるので、苦手意識を持たず、意欲的に学習してほしい。
るいてれさ載所に集料史や書科教に時同とれそ。るあで要重がとこるす握把に的脈文・的理論を係関とれ流の象事・件事諸に心中を書科教・

図版・表・写真などにも注意を向けてほしい。
理に確正を容内てめ含を語用、はどな所箇要重たし記を意趣の料史のそ。い高が果効てめ極はとこるす用併と書科教、き置に右座を集料史・

解しておきたい。また古地図などにも親しみ、地理的・立体的な知識の習得を心掛けてほしい。
てれ慣もに式形題出たしうそ、めたるいでん含を題問いなきで答正といなきで応対に方い問のらか的面多、くなはでい問のけだらか向方一・

おく必要がある。
意注でのう扱てしと答誤、し処対に正厳はてし対にられそ。つ立目てしと然依が字漢いくにし読判、述記な確正不のどな首部やスミの字漢・

が必要である。事象名・人名・地名などの歴史用語は正確で楷書体の読みやすい漢字を書くことが必須と心得てほしい。
習の識知な確正たっだ統系るす関にられそは後今。いな得をるざさや増を合割の題出の代時いし新的較比、し拠準に勢趨の育教校高の年近・

得が必要となる。
知の代時たれさ出み生が識認史歴・観史歴のそは合場のそ。るあが性能可るれさ題出で合割の定一後今もどな題問う問を識認史歴・観史歴・

識とその歴史認識の題材となっている時代（古代～近現代）双方についての知識、さらにはそれにまつわる海外（東洋・西洋）の知識も必
要な場合があるので、それらに対応した幅広い知識の習得に心がける必要がある。

選択科目（地理歴史） 日本史

選択科目（地理歴史） 世界史

選択科目（地理歴史） 地理



【出題の基本方針】
高等学校で学ぶ数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学A、数学B（数列のみ）、数学C（ベクト
ルのみ）の範囲における基礎的な内容の習得や知識・理解の程度を判定し、本学
の文系学部で学ぶために必要な論理的思考力や直観力、表現力等を評価すること
を目的としている。
問題は、受験生が学ぶ教科書の例題および応用問題（章末問題）を参考にして
いる。特に大問Ⅱでは読解力や社会の現象を数学的に考える力、大問Ⅲでは、思
考過程を論理的に表現する力を問う問題としている。

〈出題内容・形式・配点〉
内容 形式 配点 試験時間

Ⅰ 場合の数、方程式の解、ベクトル 記述 40

80分Ⅱ 数列 記述 30
Ⅲ 確率 記述 30

合計 100

【学習のポイント】
。るあで要重がとこく解に寧丁を）題問末章（題問用応や題例の書科教・

・解答数の多さに惑わされず、順序だてて解答してほしい。基礎的な問いから始まっていることから、途中であきらめないで解答してほしい。
・大問Ⅰは、基礎的な問題として、教科書の例題や章末問題を丁寧に取り組むことで十分解答できる問題である。

特。いなはで題問いし難ばれす解理てけづ連関と容内の学数だん学で校学等高を象現の会社、し握把に確正を意題てしと題問文長はⅡ問大・
に数学的に考える力（思考力）、判断力を評価している。
・大問Ⅲは、教科書の応用問題（章末問題）や問題集の中難度の問題に取り組むことによって十分解答できる。基礎的な内容から応用へと思
考過程を順序だてて記述（論理的に表現）する学びをしてほしい。

選択科目 文系数学


